
６

　

　※規制対象外　・　

種類　　・せっこう系　　・セメント系

塗厚(mm)　・　

施工箇所
寸法

(mm)

高さ

(mm)

所定荷重

(N)
表面仕上げ材

 ※450角以上

 　600角以下

 ・

 ※450角以上

 　600角以下

 ・

 ※450角以上

 　600角以下

 ・

 ※100

 ・120

 ※100

 ・120

 ※100

 ・120

 ※3000

 ・5000

 ※3000

 ・5000

 ※3000

 ・5000

 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

 ※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

 ・

 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

 ※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

 ・

 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

 ※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

 ・

適用地震時水平力　　１階及び地階　　　　　※0.6G以上

　　　　　　　　　　中間階（　～　階）　　※0.6G以上　　・1.0G以上

帯電防止床タイル　　・置敷タイプ　　・パネル一体タイプ

　　　　　　　　　　（パネル一体タイプ以外の仕上げ材は別途内装工事とする）

寸法精度

　厚さ　±0.5mm

　平坦度　パネル周辺部　1.0mm以下

　　　　　図心と各頂点を結ぶ線上部　2.0mm以下

床パネルの材質　　　　※ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ製、ｽﾁｰﾙ製又は複合材等

　　　　　　　　　　最上階（　　　階）　　※1.0G 以上

　※標仕20.2.2(b)(5)(ⅰ)～(ⅲ)による　・　

表面仕上材の品質、性能は、標仕19章による

[6.16.2～4] 伸縮調整目地の位置　床タイル　（※縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　　）

　　　　　　　　　　床タイル以外　　（・図示　・　　　）

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

　タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　※行わない

見本焼き　　・行う　　※行わない

既製調合モルタル

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

　予め工場において所定の割合に配合した材料とする

（品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

※接着剤による陶磁器質タイル張り

　タイルの形状、寸法等

　　施工箇所

　　施工箇所
（mm）

うわぐすり吸水率による区分 色役物 再生材の 耐凍害性

有 無

形状/寸法

・

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう無ゆう 有 無 標準 特注 適用 Ｇ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

耐滑
り性

耐凍害性

（mm）

うわぐすり吸水率による区分 色役物 再生材の

有 無

形状/寸法

・

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう無ゆう 有 無 標準 特注 適用 Ｇ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

耐滑

り性

備考

備考

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　※行わない

見本焼き　　・行う　　※行わない

・有機質接着剤（タイプⅠ）施工箇所（　　　　　　　）

※有機質接着剤（タイプⅡ）施工箇所（便所、湯沸室　　　）

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※50％以上　・20～30％　・　

　　　　　　　　　　・図示

　配線取り出し開口　・パネル1枚につき、40mm×80mm 程度の開口1箇所以上

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・なし　・あり（形式、施工箇所：図示）

（性能・試験方法）

ローリングロード試験

　　　3,000N：積載荷重1000N時において、最大変形量1.5mm以下

　　　（使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠点がないこと）

　　　5,000N：積載荷重1000N以上において、最大変形量1.0mm以下

　　　（使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠点がないこと）

・２重床用複合アウトレット用開口

　　適用室

　　　　　　　　　開口の数　　フロア面積8㎡につき１ヶ所かつ予備開口を14㎡につき１ヶ所

　　　　　　　　　開口の大きさ

　　　　　　　　　　　　コンセント（電源）：2P15A接地極付×２

　　　　　　　　　　　　情報用モデュラージャック（電源）：8極8芯×１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の入ったアウトレットが納まる大きさ

　　　　　　　　　取付方法　　フリーアクセスフロア製造所の仕様とする

スロープ及びボーダー　※製造所の仕様による　・図示　

 　ｱｸﾘﾙ樹脂焼

 ・壁紙張り

 ・　

・　

 ・スタッドパネル式

 ・パネル式

構造形式

スタッド パネル

総厚さ

（mm） 材質
厚さ

（mm）

表面仕上材

パネル表面

仕上げ

・鋼板  ※0.5

 　以上  　焼付又は

 ※ﾒﾗﾐﾝ樹脂

可動間仕切

 ・スタッド式(内蔵)

 ・スタッド式(露出)

防火

性能

 ・不燃

（db/500
　Hz)

遮音性

 ・36未満

 ・36以上

パネル内に取付ける建具　・あり（※図示　・　　　）　・なし

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標仕19章による。

ガラス留め材　　※ガスケット　　・シーリング

パネル材料のホルムアルテヒド放散量　　※規制対象外

[表6.16.5] 

[20.2.2] 

備考

28

 ・ 柄物

 ※ 無地

 ・　

 ※幅木タイプ

 ・ Ｒ
 ・ ステンレス製

 ・ 表面材と同材

 ※ 標準
 ※ アルミニウム製

表面材の種類 色柄
脚部

形状 形状

ドアエッジ、形状

材質

 ・　

 ・壁紙張り

 ※焼付塗装

構造形式 操作方法
 圧縮装置の

操作方法

総厚さ

（mm） 材質
パネル表面

仕上げ

表面仕上材

 ・平行方向　移動式

 ・二方向　移動式

 ・手動式

 ・電動式

 ・部分電動式

 ・プッシュ式

 ・ハンドル式

 ・　

 ※60程度

 ・100程度

 ・鋼板

 ・　

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする。

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能、標仕19章による。

ハンガーレールの取付け下地の補強

　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補強する。

　・図示

移動間仕切

トイレブース

吊り方式　　※中心吊、戸当たり付　　・（　　　　）

 ・ ポリエステル樹脂系化粧板

 ※ メラミン樹脂系化粧板

遮音性

(dB/500Hz)

 ・36未満

 ・36以上

29

30

31

32

33

34

階段滑り止め

手すり

床目地棒

 屋内

 ・レジンコンクリート製 ・コンクリート製

 ・レジンコンクリート製 ・コンクリート製

 ・磁器質タイル ・せっ器質タイル

 ・磁器質タイル ・せっ器質タイル  ※300×300 ・　

 ※300×300 ・　

 ※300×300 ・　

 ※300×300 ・　

 ・7.0 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　
 屋外

 ※300×300 ・　 ・塩化ビニール製

施工箇所 種類 寸法（mm）

材種 端部フラットエンド取付け工法

 ※ビニル製
 ※あり

 ※約35  ・ステンレス製 ※接着工法

 ・　  ・埋込み工法
 　　－ ・なし

 ・35φ　　※45φ　　・　  ※タモ  ※CL

 ※35φ　　・　  ・　  ・　

 アルミ合金製  指づめ防止材共

 （心材共）

 ※ギヤ式  ※ アルミニウム
 ※ 25  ※鋼製

 ・手動  ・コード式
 ・　  ・　  ・　

 ・操作棒式  ・　

 ・電動  　－

 ※２本操作ｺｰﾄﾞ式  ・ アルミスラット
 ・手動  ・ 80

 ・１本操作ｺｰﾄﾞ式  ・ クロススラット  ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製
 ・ 100  ・　

 ・電動  ・　

 ・片引き

 ・片引き

 ・引分け

 ・引分け

 ・手引き

 ・手引き

 ・ひも引き

 ・電動

 ・電動

 ・ひも引き

 ・フランスひだ

 ・フランスひだ

 ・箱ひだ、つまひだ

 ・箱ひだ、つまひだ

 ・プレーンひだ、片ひだ

 ・プレーンひだ、片ひだ

 ・図示

 ・図示

 ・　

 ・　

 ※ステンレス製（SUS304）

 　樹脂製ゴムタイヤ入り

径

幅（mm）

ブラケット径

操作方法 スラットの材種
ｽﾗｯﾄ幅

（mm）

ﾎﾞｯｸｽ･ﾚｰﾙ

の材種

形式 開閉操作 ひだの種類
商品名

（程度）
取付箇所

形式 材種

形式

形式 種類

 ※34φ　　・　

 ・図示

 ・図示

 　－

床タイル

・樹脂系点字鋲（タイルカーペット用）

ブロックパターンは、JIS T 9251 による

　　　寸法　　　・300角 　　※500角

　　　色　　　　※黄色　　　・　

樹脂系点字鋲突起の形状・寸法及びその配列は JIS T 9251 に準拠する

床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる

　　　※ステンレス製 　型（幅40程度 ｱ 1.5）　　4-31-1

　　　・ステンレス製 6×12     ・黄銅製 6×12　　4-31-2

・集成材手すり

 ・１段

 ※２段

 ・Ｏ型（１段）

 ※Ｏ型（２段）

点字表示板（　　　　　）箇所

　　　JIS T 0921 に基づく点字の表示原則及び点字表示方法による

　　　　※ポリカボネード製　　大きさ　120×150程度　厚み　0.1程度

・再使用する　　　　・新設するブラインド

・横型

・縦型

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

・再使用する　　　　　・新設する

 ・シングル

 ・ダブル

 ・シングル

 ・ダブル

カーテン

厚さ（mm）

仕上

備考

寸法・　

取付箇所

備考

パネル材料のホルムアルテヒド放散量　　※規制対象外

視覚障がい者用

 　 合金製　Ｇ

 ・　

 ※450×450

 ・　

 ・一般形

 ・気密形

 ・屋内用

 ・屋内外用  ※額縁タイプ

 ・目地タイプ

 ※額縁タイプ

 ・目地タイプ ・600×600

37

38

39 天井点検口

天井見切縁

材種 寸法 形式 外枠 内枠

コーナービード

（壁ボード

　　出隅保護金物）

　　　　　※シルバー　　　・焼付　　　・（　　　　　　　　）

施工箇所　※図示

施工箇所　※仕上表による　　　・（　　　　　　　　　）

40

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

 ※アルミニウム製

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

（底板）

 ※鋼製

 ・　

（枠）

 ※アルミニウム製

 ・　

（目地）

 ・　

 ※ステンレス製

材　種 寸　法 形　式 備　考

 ※一般型

 ・密閉型

 　・450×450

 　※600×600

 ・屋内外用

 ※屋内用

 ・鍵付き

 ※鍵なし

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

仕上塗材の種類

　※規制対象外　　　・　

・薄付け仕上

・軽量骨材仕上

　塗材

　塗材  ・こて塗用軽量塗材

 ・吹付用軽量塗材

 ・内装薄塗材Ｗ

 ・内装薄塗材Ｅ 　・　

　・　

　・　

　－　

 ・砂壁状じゅらく

 ・京壁状じゅらく

 ・砂壁状

 ・平たん状

種類 呼び名 防火材料 仕上げの形状等

41 仕上塗材仕上げ

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他

ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

　※改修標仕表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　　　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標仕表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　　　・　

・高日射反射率塗料塗り

工　程
塗料その他 塗付け量

(kg/m3)

　　塗料製造所の

　　仕様による

規格番号 規格名称 等級種類

　JIS K 5675
 屋根用高日射

 反射率塗料

 ・１級

 ・２級

 ・３級

 ２種 　　塗料塗り

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※塗替え面積の30％　　　・図示　　　・　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　）

　※規制対象外    　・　

下地調整

 木部

 鉄鋼面

 亜鉛めっき面

 亜鉛めっき面（鋼製建具）

 モルタル、プラスター面

 ＡＬＣパネル面

 コンクリート面(DP)、

 コンクリート面(DP以外)、

 押出成形セメント板面

 せっこうボード面及び

 その他ボード面

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ・　

 ・行う

 ・行う

 ・行う

  －

 ・　

 ・行わない

 ・行わない

 ・行わない

下地面の種類
下地調整の種別

塗替え 新規
ひび割れ部の補修

 亜鉛めっき面

錆止め塗料塗りの種別

 ・Ｂ種　・Ａ種　

 塗替え

 ＥＰ－Ｇ以外

 ＥＰ－Ｇ

 ＥＰ－Ｇ

 ＥＰ－Ｇ以外

 新規鉄鋼面見え掛り

 塗替え

 新規鉄鋼面見え掛り

 塗替え

 塗替え

 新規鉄鋼面見え掛り

 新規鉄鋼面見え掛り

 Ａ種

 Ａ種

 Ａ種

 Ｂ種

 Ｂ種

 Ｂ種

 ・Ｂ種　・Ａ種　

 Ｃ種

 Ｃ種

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 　鉄 鋼 面

塗　装　面 塗　料 工　程

 新規見え隠れ

 新規見え隠れ

材料

下地調整

７ １

塗
装
改
修
工
事

　・合成樹脂調合ペイント塗り

　　　※1種　・2種

　　塗料の種別

　（SOP）

　・クリヤラッカー塗り（CL）

　・耐候性塗料塗り（DP）

　・つや有合成樹脂エマルション

　　ペイント塗り（EP-G）

　・合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）

　・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（EP-T）

　・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

　・ラッカーエナメル塗り（LE）

　・オイルステイン塗り（OS）

　・木材保護塗料塗り（WP）

 木部屋外

 木部屋内

 鉄鋼面

 亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

 亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

 鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

 　　　　上塗り等級（　　）級

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

 屋内の木部

 亜鉛めっき鋼面

 屋内の亜鉛めっき鋼面

 ※B種　・A種

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※A種　・　

　　　－

 ※B種　・A種

 ・　

 ・　

 ・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

　　　－

 ※B種　・A種

 ※A種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

　　　－

 ※B種　・A種

 A種

 A種

 ・　

 ※B種　・A種

 ※A種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

　・フタル酸樹脂エナメル塗り（FE）

塗装の種類 塗　装　面
工　程

塗替え 新　規

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 屋外の鉄鋼面

［7.1.3］

打放しコンクリート面保護工法

　　（上塗材）　・水性フッ素樹脂クリヤー

　　　　　　　　・水性フッ素樹脂カラークリヤー

　　（下塗材）　水性　浸透性吸水防止材

　・フッ素樹脂

　・フッ素樹脂

　・フッ素樹脂

　・ウレタン樹脂

　・ウレタン樹脂

　・ウレタン樹脂

　・アクリル樹脂

　・アクリル樹脂

　・アクリル樹脂

　・亜鉛メッキ鋼板

　・ステンレス

　・アルミニウム

　・メタリック

　・ソリッド

　・メタリック

　・メタリック

　・ソリッド

　・ソリッド

素　　材 焼付種別 仕上げ 　コート ベーク 部　位

フッ素樹脂塗装

焼付塗装

５

６

［7.2.1～7］

［7.3.2、3］

８

環
境
配
慮
改
修
工
事

　・

１

・

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、成形板、

※アスベスト含有建材の事前調査

施工調査

調査範囲（※改修対象部位　　・図示　　　　）

［9.1.1.3～5］

アスベスト成形板

の処理等

処理を行うアスベスト成形板

・分析によるアスベスト含有建材の調査

　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

　　トレモライト

　分析対象

　分析方法

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　） ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

材　料　名

 ・

 ・

 ・

 ・

定 量 分 析

（JIS A 1481-2）

定 性 分 析

（JIS A 1481-3）

アスベスト粉じん濃度測定

　　　・行わない

　　　　　測定室（・　　　　・　　　　　・　　　　　）

［9.1.1］

 処理作業前

 処理作業後

（　　　）点測　　定　　点　　合　　計

 処理作業中

処理作業室内

セキュリティーゾーン入口

施工区画周辺又は敷地周辺

施工区画周辺又は敷地周辺

処理作業室内

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地周辺

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

負圧・除じん装置の排出口

 測定時期 測　定　場　所
室名（　　　）

測定点

室名（　　　）

測定点
備　考

７６ ６

塗
装
改
修
工
事（

続
き）

４

３

２

2723 タイル張り

セルフレベリング材

塗り

フリーアクセスフロア

24

25

26 (20.2.3) 

(20.2.4) 

(20.2.5)  

(11.2.2) (19.2.2) 

(20.2.6) 

(20.2.7) 

(20.2.12) 

(20.2.14) 

(15.5.2) 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合

塗装

錆止め塗料塗り

内
装
改
修
工
事（

続
き）

内
装
改
修
工
事（

続
き）

内
装
改
修
工
事（

続
き）

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

[6.17.2、3] 

　　　　　　　　　　　 ※適用しない

ローリングロード性能　・適用する　　　適用室

構成基材の種類

移動間仕切の壁面当たり枠　　　※適用する（製造所の仕様による）　　　・　

樹脂系点字鋲の留付は、両面からの挟込みホック式又は接着式

材質　　　※アルミニウム押出形材差込型　　　・（　　　　　　　　）

材質　　　※アルミニウム押出形材　　　・塩化ビニル製

 素地ごしらえによる

 標仕(18.2.1)

　・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（NAD）

　　下地調整（改修標仕7.2.2）　・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

　※図示（仕上表による）

　　　・行う（下表による）

　　　　※塩ビ製　　　　　　　大きさ　100×125程度　厚み　0.1程度

建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は Ｇ とする

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　　　※300㎜以上　　　・　

強さによる区分　　※10-90 　　　　　　・　

　　　　　　　　　・片引き　　　　　　・引分け

仕上げ　　　　　　※アルマイト　　　　・　

形状　　　　　　　※角形　　　　　　　・　

・再使用する　　　　・新設する

形式　　　　　　　・シングル　　　　　・ダブル

材　種　　※アルミニウム製及びアルミニウム合金の押出し成型材製　　・ステンレス製

　　　　　　　　　・C-2

　　　　　　　　　・　

・再使用する　　　　・新設する

溝型×深さ（mm）　・90×150　　・120×80　　・120×150　　・150×80　　・図示

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　表面処理・C-1

　　　　　皮膜等の種類　※標仕表14.2.1による　　　・　

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　）

カーテンレール

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

35

36

(20.2.14) 

　　　　※アルミニウム製　押出し型材（市販品）

貸与資料（・アスベスト含有調査報告書　　　）

・既製手すり（樹脂製、屋外用）

 ※40φ　　・34φ

床点検口
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古
川

沖
田

沖
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付近見取図・配置図・設計概要

設　計　概　要

建築主　　氏 名

郵 便 番 号

住 所

電 話

建 築 物 の 数

日 影 制 限

建 物 高 さ

建 築 面 積

延 床 面 積

用 途 地 域

指 定 建 ペ イ 率

指 定 容 積 率

絶 対 高 さ 制 限

主 要 用 途

工 事 種 別

なし

工 事 名 称

建 設 地

都市計画の内外の別等

防 火 地 域

道路幅員・接道長さ

敷 地 面 積

指定なし

無指定

対象外

予 定 工 期

〒891-9112

0997-92-1111

鹿児島県大島郡和泊町和泊10番地

国頭

田皆岬

越山

大山

知名

和泊港

伊延港

和泊町

知名町

和泊

沖永良部空港

沖永良部島

付近見取図 NO.SCALE

和泊町長　前　登志朗

 70％　

400％　

改修工事（確認申請を伴わない）

６ヶ月

－ ㎡

Ａ－０６

中学校（08090）

１棟（対象外１棟）

配 置 図

※改修工事施工中は、学校、教育委員会監督職員と協議し、児童等の安全対策を入念に講じること。

プール

計画場所

斜線部：改修対象建物

体育館

A1,1:　600

A3,1:1,200

和泊中学校校舎改修工事

鹿児島県大島郡和泊町手々知名１３０

都市計画区域内

道路幅員：13.0 ｍ　接道長さ： 17.2ｍ

21,413㎡ 3,859.00㎡

最高の軒高：　8.30 ｍ　最高高さ：　11.45 ｍ

和泊中学校校舎改修工事

A1,1:　 600
A3,1:1,200

PWT-111S

１
工

区
２

工
区

１
工

区
２

工
区
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図    名

DATE

古  川　稔

一 級建 築士  建 設大 臣登録 第８ ４４ ５８号
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NO.SCALE
外部仕上表・参考数量表

改修前

改修後

区 分部 位

外 部 仕 上 表

区 分部 位 区 分部 位 部 位 区 分

コンクリート金コテ押えアスファルトルーフィング敷の上

厚0.4フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板瓦棒葺き

カチオン系下地調整の上塗膜防水（Ｘ－２密着工法）

鋼板屋根（アスファルトルーフィング共）撤去ケレン

勾 配 屋 根

(ヴォールト含む)

改修前

改修後 既存撤去後ステンレス製深型フード付ガラリφ100取替

天井 換 気孔 アルミ製丸型風防付ガラリφ100

(設備換気孔共)

サッ シ 廻り

改修後

改修前 シーリング

変成シリコーンシーリング　打替え

(トップライト共)

改修前

改修後

ド レ ン

改修用ドレン取付

ルーフドレン：鋳鉄製φ100、中継ドレン：鋳鉄製φ100

改修前

改修後

縦 樋

掴金物：鋼製　＠1,000

掴金物：ステンレス金物取替

樋：ＶＰφ100塗装

改修後

改修前

揚裏(仕上有) 改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

外 部 巾 木 モルタル金コテ押え

改修前

改修後

外 壁

高圧水洗浄、外壁改修下地調整（Ｃ－１）の上防水型複層塗材Ｅ

揚裏(仕上無)

（下地調整材はアスベスト含有）

（既存下地調整材は残置、外壁改修は下地調整材アスベスト含有として処理すること）

高圧水洗浄、外壁改修

陸 屋 根 改修前

改修後

コンクリート金コテ押えの上塗膜防水（Ｘ－２）

高圧水洗浄カチオン系下地調整の上塗膜防水（Ｘ－１絶縁工法）

コンクリート打放し補修の上アイカジョリパット吹付

高圧水洗浄、外壁改修の上外装薄塗材Ｅ吹付

コンクリート打放し補修の上アクリルリシン吹付（一部ＥＰ塗）

軽天下地厚6ノンアスケイカル板２重貼の上ＥＰ塗

ケイカル板撤去後厚10ケイカル板張替の上ＥＰ－Ｇ塗

樋：ＶＰφ100再塗装　撤去・再取付

外廊下等手摺壁 コンクリート打放し補修の上アイカジョリパット吹付

（下地調整材はアスベスト含有）

高圧水洗浄、外壁改修下地調整（Ｃ－１）の上防水型複層塗材Ｅ

（既存下地調整材は残置、外壁改修は下地調整材アスベスト含有として処理すること）

改修後

改修前 鋼製50×12加工　溶融亜鉛メッキ処理の上専用塗装

腐食部のみケレン、清掃の上専用補修塗料

改修前

改修後

改修前

改修後

犬 走 コンクリート金コテ押え

既存のまま

EXP.J.ｶﾊﾞｰ

改修前

改修後

床下 換 気孔 ＧＲＣ製換気口（防虫網付）

既存のまま

既存のまま

アルミ製既製品　クリアランス50～100

図書室屋上手摺共

階 段 手 摺 共

改修後

改修前パーゴラ屋根 鉄骨組（溶融亜鉛メッキ処理）、鋼製グレーチング（メッキ処理）嵌め込み

グレーチング撤去後、鉄骨発錆部ケレン清掃の上専用補修塗料

外廊下・階段

ﾊﾞﾙｺﾆｰ鋼製手摺

改修後

改修前バルコニー屋根 鉄骨組（溶融亜鉛メッキ処理）、鋼製ルーバー（メッキ処理）嵌め込み

発錆部ケレン清掃の上専用補修塗料

PWT-111S和泊中学校校舎改修工事

工 種 名 称 摘 要 単位数量(１工区) 備 考 工 種 名 称 摘 要 単位数量(１工区) 備 考

直接仮設工事 養生

養生

外壁改修

屋上防水改修

外壁改修

屋上防水改修

手すり先行方式12ｍ未満

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

数量(２工区)数量(２工区)

整理清掃後片付け

整理清掃後片付け

枠組本足場

仮設材運搬

仮設材運搬

ブラケット足場

手すり先行方式枠組本足場用安全手すり

メッシュシート張り 防炎Ⅰ類

外部仕上足場

外部仕上足場

外部階段仕上足場

仮設材運搬

ブラケット足場仮設材運搬

枠組本足場（手すり先行方式）

安全手すり（手すり先行方式枠組本足場用）

シート張り

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

㎡

建枠600×1700

露出防水（塗膜）

露出防水（塗膜）

建枠600

仮設材運搬

仮設材運搬

仮設材運搬

階高4.0m以下　脚立足場

外部仕上足場　脚立足場
転用数２

手すり先行方式枠組棚足場　階高7.4m～9.1m

外部仕上足場　手すり先行方式枠組棚足場
階高7.4m～9.1m

外部階段仕上足場

参 考 数 量 表

防 水 工 事 ウレタンゴム系表面塗装共塗膜防水（Ｘ－２密着工法）　平面 ㎡

㎡ウレタンゴム系表面塗装共塗膜防水（Ｘ－２密着工法）　立上り

メーカー標準色

メーカー標準色

屋根面高圧水洗浄

下地調整 カチオン系

ウレタンゴム系表面塗装共塗膜防水（Ｘ－２密着工法）　排水溝 ㎡
メーカー標準色

改修用ルーフドレンφ100 ストレーナー撤去共

㎡

㎡

ストレーナー撤去共改修用ルーフドレンφ75

か所

か所

変成シリコーン系（MS-2）10×10

変成シリコーン系（MS-2）15×10

ｍ

ｍ

ストレーナ取替φ75

ストレーナ取替φ100 ストレーナー撤去共

ストレーナー撤去共

か所

か所

シーリング材（建具周囲）

シーリング材（換気孔）

既存竪樋撤去・再取付　VPφ100 ステンレス製掴み金物取替共
＠1,000

＠1,000

ｍ

ｍ既存竪樋撤去・再取付　VPφ75 ステンレス製掴み金物取替共

15Mpa程度

金 属 工 事 天井換気孔ステンレス深型フード付きガラリφ100取替 か所

天井廻縁　塩化ビニル製 既存天井廻縁撤去共 ｍ

左 官 工 事 下地調整（C-1）共、凸凹状吹付 ㎡

㎡

㎡

防水型複層塗材Ｅ　アクリル系　水系　つや有
既存吹付面

既存吹付面

外壁面高圧水洗浄
15Mpa程度

下地調整（C-1）共、砂壁状吹付外装薄塗材Ｅ

か所建 具 工 事 AA-2-3　雨戸新設 W=6,900×H=2,000　4枚引分け8枚建雨戸

塗 装 工 事 竪樋φ100　耐候性塗料塗（DP） Ｃ種　ポリウレタン系樹脂塗装　ＲＢ種共

Ｃ種　ポリウレタン系樹脂塗装　ＲＢ種共竪樋φ75　耐候性塗料塗（DP）

外部手摺発錆部専用補修塗料塗 腐食部のみ　ケレン清掃共

腐食部のみ　ケレン清掃共鉄骨発錆部専用補修塗料塗

鋼製ルーバー発錆部専用補修塗料塗

ＥＰ－Ｇ塗

腐食部のみ　ケレン清掃共

軒天ケイカル板面　工程Ｂ種　素地Ｂ種

ＥＰ－Ｇ塗（改修仕様） ｺﾝｸﾘｰﾄ面　工程Ｂ種　下地調整RB種（塗替面）

㎡
15Mpa程度

高圧水洗浄

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

内 外 装 工 事 軒天厚10ケイカル板目透し張 タイプ２（ノンアス）0.8FK ㎡

外壁改修工事 施工数量調査（外壁改修） 打放し面・仕上塗材改修

鉄筋の錆落し

防錆剤塗布

ポリマーセメントモルタル充填工法 刷毛引仕上　壁面　厚30mm程度

鉄筋の錆落し

防錆剤塗布

ポリマーセメントモルタル充填工法 刷毛引仕上　天井面　厚12mm程度

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法 壁面

天井面

㎡

か所

か所

爆裂・欠損部改修　天井面

爆裂・欠損部改修　壁面

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

同上

同上

同上

同上

ひび割れ部改修　壁面

ひび割れ部改修　天井面

撤 去 工 事

ケレン・清掃 既存瓦棒・横葺き撤去跡

デッキ材撤去 杉板厚19　根太・大引共　集積共

パーゴラグレーチング撤去 スチール亜鉛メッキ　厚25　集積共

天井換気孔撤去

天井合板・ボード撤去 二重張り　一般　集積共

か所

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

発 生 材 処 理 木材　人力発生材積込・運搬(2t積)・処分(再資源化)

発生材積込・運搬(2t積)・処分

発生材積込・運搬(2t積)・処分

発生材積込・運搬(2t積)・処分

ＤＩＤ区間無し

ＤＩＤ区間無し

ＤＩＤ区間無し

ＤＩＤ区間無し

アスファルトルーフィング　人力

ケイカル板　人力

廃プラスチック　人力

3.5km以下

3.4km以下

3.4km以下

3.4km以下

m3

m3

m3

m3

kg

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

シーリング撤去

既存瓦棒・横葺き　屋根撤去

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

アスファルトルーフィング共　集積共

スクラップ

スクラップ

スクラップ

スクラップ

産業廃棄物税 最終処分場

アルミ

スチール　H3

スチール　H4

鋳鉄

集積共

既存アルミ製丸型風防付ガラリ撤去　集積共

AD-3-6　両開きアルミドア新設 W=2,000×H=2,500　カバー工法

W=2,000×H=2,000　カバー工法AD-3-8　両開きアルミドア新設
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64.9

14.5
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